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グループ連結P/L

■	 売上高は、前期170億円に対し、当期実績は272億円

■	 経常利益は、前期3億5千万円に対し、当期実績は4億6千万円

■	 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前期６億5千万円に対し、当期実績は9億6千万円	

■	 2023年度上期の売上平均為替レートは前期の1ドル131円50銭に対し、1ドル138円69銭
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連結経常利益の前年同期比差異要因

■	 売上総利益は、運航機数増加によるスペアパーツ販売の増加や為替レートが前期より円安で推移したこ	
	 となどにより11億7千万円増加

■	 販管費は、販売手数料や人件費が増加したことなどから6億7千万円の増加

■	 営業外損益は、米国ドル金利の上昇により支払利息が増加したことなどから損方向に3億9千万円

■	 その結果、前期実績の経常利益3億5千万円より1億円の増加となり、当期実績は経常利益4億6千万円
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セグメント別 売上高・経常利益（前年同期比）

売上高（前期比増減）

■	 内装品セグメントは、ボーイング787型機向け製品の出荷が再開したことや運航機数の増加によりエアラ	
	 イン向けスペアパーツ販売が増加したことなどから売上高は前期比で65億6千万円増加

■	 シートセグメントは、ボーイング777型機向けビジネスクラス・シート「Venture」の出荷が開始されたこと	
	 などから、34億8千万円増加

■	 機器製造セグメントは、熱交換器等装備品の出荷が増加したことにより4千万円増加

■	 整備セグメントは、機体整備において完成工事が増加したことにより、1億円増加

経常利益（前期比増減）

■	 内装品セグメントは、スペアパーツ販売の増加に加え、外貨建て売上高の円安による効果などから11億円	
	 増加

■	 シートセグメントは、他機種展開に伴う初期費用の増加、米国におけるインフレや円安によるドル建てコス	
	 トの上昇などにより9億円悪化

■	 機器製造セグメントは、原価高の影響などにより5千万円悪化

■	 整備セグメントは、売上高の増加などにより5千万円増加
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グループ連結B/S

■	 資産合計は、受取手形、売掛金及び契約資産は、売掛金の回収により21億円減少。棚卸資産は納入スケ	
	 ジュールスライドに伴い55億円増加し、資産合計では46億円増加

■	 負債合計は、円安によるドル建て短期借入金の増加などにより、３３億円増加

■	 純資産合計は、利益剰余金の増加などにより12億円増加

■	 自己資本比率は12.9％から13.5％へ
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グループ連結C/F

■	 営業活動によるキャッシュフローは、棚卸資産の増加があったものの、売上債権の減少、税金等調整前四	
	 半期純利益等などから7億７千万円のキャッシュインフロー

■	 投資活動によるキャッシュフローは、7億４千万円のキャッシュアウト

■	 2023年上期のフリーキャッシュフローは、2千９百万円のキャッシュインフロー
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グループ各社の状況

■	 国内子会社は、新潟ジャムコを除き黒字決算となる

■	 シート事業の製造拠点であるジャムコアメリカは、米国におけるインフレや顧客都合による製品出荷スラ	
	 イドに伴うコスト負担の増加等により赤字決算



10



11

市場環境

■	 当初、2023年度の航空旅客需要はコロナ禍前である2019年水準の90%程度迄回復すると想定して	
	 いた。

■	 今年度6月に発表されたIATAによる年度見通しによると、航空旅客需要は概ねコロナ禍前の水準で推移

■	 地域別で見ると米国は既に今年度は、2019年度比で100%を超える回復、中東・南米・欧州・アフリカも	
	 90%超まで回復しているのに対し、アジアにおいては、特に中国の回復遅れにより71%程度の回復に	
	 留まっている
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2023年度 進捗状況

■	 2023年度上期の決算状況は、Section1の通り、売上高は272億円（前期比60%増）、経常利益は4億	
	 ６千万円（前期比30%増）となり、増収増益

■	 一方で、今期は下期偏重の計画であり、通期計画に対する進捗率は売上高は38%、経常利益においては	
	 14％

■	 上期の対通期計画進捗率はそのような状況であるが、利益面は、運航機数の増加に伴い航空機内装品セグメント	
	 におけるスペアパーツ販売が増加したことや、為替レートが円安傾向で推移したことなどから想定を上回	
	 っている

■	 下期は、航空機メーカーの増産計画に伴い、航空機内装品セグメントの売上高が増加していくとともに、	
	 スペアパーツ販売の受注も想定を上回った状況となっていることから、経常利益全体においても増加して	
	 いく見通し

■	 航空機シートセグメントは、米国におけるドル建てコストの上昇などにより経常損失が続いているが、下期	
	 においては原価見直しを進めているVentureシートの出荷が増加していくことにより赤字が抑制

■	 通期計画は、下期の為替レートは130円から変更しておらず、通期の連結業績予想は２０２３年５月１２日に	
	 公表したものから変更していない
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事業別進捗状況（航空機内装品セグメント）

■	 売上高は、通期計画428億円に対して上期実績173億円、進捗率40%

■	 経常利益は、スペアパーツ販売増加に円安効果が加わり、通期計画39億円に対し上期実績32億円、	
	 進捗率82%
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事業別進捗状況（航空機シートセグメント）

■	 売上高は、顧客都合による一部出荷の期ズレ等により通期計画136億円に対して上期実績39億円、	
	 進捗率29%

■	 経常損失は、主な製造拠点である米国におけるインフレや円安によるドル建てコストが上昇し、工事損失	
	 引当金を積み増したことなどから通期計画9億8千万円に対して上期実績26億9千万円

■	 一部組立業務、部材調達をメキシコへ移管する等のコスト削減策を実施しており、引き続き収益の改善に	
	 努める
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事業別進捗状況（航空機器製造セグメント）

■	 売上高は、民間航空機エンジン部品の出荷減少等により通期計画62億円に対して上期実績22億円、	
	 進捗率35%

■	 通期計画では2億円の経常利益を見込んでいるが、上述の出荷減少に加え部材費や人件費等の原価高	
	 の影響を受け、上期実績1億5千万円の経常損失
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事業別進捗状況（航空機整備セグメント）

■	 売上高は、部品の入荷遅れなどにより機体整備やホイール等の工期が延びたことから売上がスライドし、	
	 通期計画90億円に対して上期実績37億円、進捗率41%

■	 経常利益は、部品販売が増加したことで通期計画1億円に対して上期実績1億円


